
　飲食店・テナントの現場監理、設計補佐を担当しています。
訓練で学んだ大工工具の名称・使い方から何から何まで役に
立っています。特に、お店が出来上がって、無事お客さんが
利用しているときにやりがいを感じています。
　将来は、設計や空間デザインができるようになること。自
分で設計から施工管理までしてみたいです。

住宅リノベーション科

修了後どのように活躍しているか、
実際の修了生と、採用企業の声を
集めました。

事業主の声

入所したきっかけは

現在の業務、今後の目標について

ポリテクセンターに入ってよかった点

久保田 ゆうき さん

　ポ リ テ ク セ ン タ ー で 建 築 用 語 や
各職種の理解、 工具の名称、 使い
方など学んでいたこと。また、 前
職経験による礼儀正しさや将来性
の高さを感じました。

会 社 の 紹 介

　商業施設、 文化施設の設計と施工をしています。照明計画や家具の選定や製
作、 店舗サインなどをデザイン、 図面製作、 現場製作を一貫して進めておりま
す。例として、 複合施設・ショッピングセンター・各専門店・飲食店・ホテル・
博物館・資料館・公共空間など。

有限会社ブラッシュ・アップ
C O M P A N Y

有限会社ブラッシュ・アップ

青森県青森市
取締役  佐藤 幸喜 様

前職…金融機関 窓口・渉外業務
入所年度…令和 5 年度 7 月期生

P R O F I L E

修了生の声

デジタルものづくり科

採用者の声

　CAD の操作が初めての人を採用するよりも
基本を理解しているので即戦力につながりや
すいと感じました。また製品の出荷や見積り
等書類作成のとき office 関係 (Word、 Excel)
のことを学んでいるのでとてもありがたい。
北 川 さ ん に は こ れ か ら 経 験 を 積 ん で 育 っ て
いってほしいと思っている。当社では REAL4
を使用していますが、 ソフトは違くとも CAD
の人材が必要と感じています。是非チャレン
ジしてください。

　1971 年の設立以来、 胴縁（鉄骨建築の壁を
支える下地）、 母屋を中心に鉄骨の 2 次部材加
工を行っています。青森、 秋田に M グレード
の生産拠点を持ち、 お客様のニーズにこたえ
るべく作図提案能力（CAD）を増強し、 スピー
ディーかつ柔軟な納期対応で「顧客から最初に
選ばれる会社」を目指しています。

【事業内容】  胴縁・母屋等鉄骨２次部材の設計
再作、建築金物等

株式会社三輪鉄建 青森県七戸町

C O M P A N Y

修了生の声

現在ポリテクセンター修了生３名が活躍中

入所したきっかけは

現在の業務、今後の目標について

ポリテクセンターに入ってよかった点

北川 さん

株式会社三輪鉄建

前職…旅館フロント業
入所年度…令和 3 年度 1 月期生

P R O F I L E

会 社 の 紹 介

　前職の時から何かしら手に職をつけたいと思っていました。また
以前からものづくりに興味があり、 いつかはものづくり関係に就職
したいと思っていました。しかし求人には、「経験者」を希望する物が
多く、 悩んでいたところ、 ハローワークの紹介で職業訓練がある事
を知りました。ポリテク主催の説明会や体験会に参加するなかで
CAD オペーレーション科（現在のデジタルものづくり科）が学生時代
に学んだパソコン関係の知識等が使えると思い入所を決意しました。

　現在は設計業務を行っています。お客様から頂いた図面から部品
を抜き出し、 加工に必要な材料の発注、 図面の作成を行います。さ
らに完成した製品の出荷、 搬入、 見積もりの作成も行います。自分
で設計されたものが工場で加工されて、 最終的にお客様に納品され
ます。納品された物が自分の思っていた通りに使われているとすご
く達成感があります。目標は一人前になる事です。鉄骨関係の用語
等、 知らない事がまだたくさんあります。自分で聞かず最後まで一
人でできるようになりたいです。

　ポリテクには年齢など、 様々な方がいます。そういう人達と一緒に勉強でき、 刺激になりました。グループワ
ークもありコミュニケーション能力が磨かれたと思います。また授業では AUTOCAD と SOLIDWORKS を勉強し
ました。現在は鉄骨関係で良く使われている REAL4 を使って設計業務を行っています。授業で習ったものと違う
CAD ですが、 事前に CAD を使っていた分スムーズに業務に取り組めたと思います。AUTOCAD の授業で図面を引
いた事が現在につながっていると思います。またポリテクではワードやエクセル等の勉強もします。IT 基本操作
の訓練は業務に使う事が多いのでこれも役に立っています。授業では鉄骨関係の話はなく、 また知らない CAD を
使用するので就職するのは不安でした。しかし何も知らない状態の人よりうまく溶け込めたのではないかと思っ
ています。勉強途中に「自分は向いてない」と思う人がいるかもしれませんがやってみたい職種に思い切ってチャ
レンジしてみてください。CAD を習った事があるというのが強みになるはずです。

　漠然と、 自分のアイディアを形にできる仕事に憧れていま
した。就職活動のためにハローワークを訪れた際に、 住宅リ
フォーム技術科（現在の住宅リノベーション科）のポスターが
目に止まり、 これだ！と思いました。前職とはまったく違う
分野に転職したいと思っていたので、 知識ゼロよりは少しで
も知っていた方が今後の仕事にも役立つだろうと思い、 迷わ
ず応募しました。

　普段暮らしている住宅の仕組み、住宅の基礎知識や図面
の書き方、CAD で図面を書いたこと、年齢も性別も様々な
人たちと模擬家屋を作ったこと、 全てが楽しかったです。
住宅リフォーム技術科（現在の住宅リノベーション科）で
学べなければ、 転職できなかったと思っています。また、
ポリテクセンター青森で学んだ訓練全般が、今の業務に役
立っていると感じています。現在、受講を考えている方に
おかれましては、現場に出たい方も、事務職を希望の方も
それぞれの受け皿がある職種ですので、ぜひ検討してみて
はいかがでしょうか。
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